
4極磁石設計

I. 磁極断面形状(1/4)を決める。
II. Opera-2D でop2ファイルを作る。
III. Modeller でop2 ファイルを読み込み、磁極長=L0分だけ引き延ばす。
IV. 鉄のプロパティ、メッシュサイズ、計算条件を整える。
V. レーストラック形状のコイルを作る。

✓ ¼鉄形状をL0/2だけZ方向にずらし、更に45度傾けると、ポールが真っ
すぐ立つので、コイルを作りやすい。

VI. ビームが通る周辺空気の精密計算用に空気層を作る。
VII. 静磁場計算の条件を設定する。
VIII.Model Symmetry を決める。

IX. モデル計算を開始し、op3ファイルを作成する。

X. Op3ファイルをオープンし、磁場の空間分布を解析する。
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1. 磁極断面形状(1/4)を決める。

ボア径r

双曲線 x2-y2=r2

を45度傾けたもの

極の太さw

ヨークの
厚みD

ヨークの内半径R

4つの変数を使う：
ボア径r,
極の太さw,
ヨークの内半径R,
ヨークの厚みD

課題１）
4極の形状を算出するコードを作って
ください。結果をOPERAに入力し、
磁場計算を行います。

一筆書きで書けるようにして
ください。
出力は、x座標、y座標をカン
マで区切ったテキスト形式で
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2. opera-2Dで読み込める形式にする。

15.000000,0.000000 

15.416667,0.000000 

15.833333,0.000000 

16.250000,0.000000 

16.666667,0.000000 

17.083333,0.000000 

17.500000,0.000000 

17.916667,0.000000 

18.333333,0.000000 

18.750000,0.000000 

19.166667,0.000000

………………

POLYGON -RELATIVE POLAR=NO 
X=15.00 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA
X=15.42 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA
X=15.83 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA
X=16.25 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA
X=16.67 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA
X=17.08 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA
X=17.50 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA
X=17.92 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA
X=18.33 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA

.....................
X=14.51 Y=3.82 OPTION=TEXT +DATA X=14.68 Y=3.07 
OPTION=TEXT +DATA
X=14.82 Y=2.31 OPTION=TEXT +DATA
X=14.92 Y=1.54 OPTION=TEXT +DATA
X=14.98 Y=0.77 OPTION=TEXT +DATA
X=15.00 Y=0.00 OPTION=TEXT +DATA

OPTION=CLOSE +DATA

writeComi.C

sampleQ.txt

Q.comi
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2. opera-2DでQ.comiを読む。
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2. **.op2というファイルをexport

5



3. Modeller でop2 ファイルを読み込み、磁極長=L0分だけ引き
延ばす。

磁極長

チェックを
全て外す

Loadを
クリック

Modellerの単位系をcmに
しておいてください。
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4.鉄のプロパティ、メッシュサイズ、計算条件を整える。

磁極長分の厚みを
持った3次元形状が出
てくる。
灰色なのは、“空気”
扱いな為。

鉄の情報を正しく入れ
ると黄緑色（operaの
デフォルト色）になる。 7



4.鉄のプロパティ、メッシュサイズ、計算条件を整える。

Material Lavel
“Iron”

Potemtial type
“Total”

Data storage level 
40

Element type 
“quadratic”

Maximim element size 
“1”
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5. レーストラック形状のコイルを作る。

¼鉄形状をL0/2だけZ方向
にずらし、更に45度傾ける
と、ポールが真っすぐ立つ
ので、コイルを作りやすい。
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5. レーストラック形状のコイルを作る。
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5.目的のk値からATを算出する。コイルの断
面積を計算し、目的のATになるように、電流
密度[A/cm2]を入力する。

ここ。

4極なので、コイル
は4つつくること。
NとSを考えて電流
密度の正負で決めて
ください。
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6. ビームが通る周辺空気の精密計算用に空気
層を作る。
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7.静磁場計算の条件を設定する。
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8. Model Symmetry を決める。
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8. Create model body
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“Surface mesh”, and then “volume mesh”
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9.モデル計算を開始し、op3ファイルを作成する。
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10. Op3ファイルをオープンし、
磁場の空間分布を解析する。
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